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◆自己紹介

大阪市立加美南中学校

校長 阪 井 千 明 [６４歳]

２０１５年度(平成２７年度)〜２０１８年度(平成３０年度)
大阪市立花乃井中学校 教頭 として勤務

役職 大阪中学校体育連盟ラグビー専門部⻑
大阪市立中学校⻑会⽣活指導部⻑
大阪市ＰＴＡ協議会副会⻑



2017年(平成29年)２月 教育機会確保法が施行

2018年(平成30年) 大阪市教育委員会が
不登校対策モデル校を指定

【矢田中(小規模校)・此花中(中規模校)・瑞光中(大規模校)】

2019年(令和元年度) 瑞光中学校⻑として赴任

「つながる２０１９」の開催を企画

＜HP掲載用に追記＞
以降、コロナ禍による中断があったが、2022年以降、

毎年開催



保護者の皆さんは、お子さんに「どのように接
したらいいか」で悩んでいませんか？

・どんな声かけをしたらいいのかわからずに困っている。

・登校の兆しが見えない我が子にイライラしてしまう。

・暖かく見守り続けているが、今後に不安を感じてき

ている。

・自分の子育てに自信がなくなっている。



「不登校」は「個人」と「環境」
のミスマッチから⽣じる現象である。

２０１６年（平成２８年）９月[文部科学省]

「不登校を問題行動
と判断してはならない」



学校の役割は
「教育」(教え育てること) と
「コミュニティ」
(共通の目的や興味を持つ人々の集ま
り)

の２つです。





不登校生の意識調査結果
◆不登校経験を肯定している人は１割

・休んだことで今の自分がある。
・人として成⻑した。
・人とは違う経験をした。
・人に優しくなった。

◆不登校経験を肯定している人の考え
・クラス全員から仲間外れの状況で学校に行っていたら、自分で
命を絶っていたかもしれない。

・死にたいときもあった。不登校がなければ今がないと思うし、
不登校以外に⽣きる道がなかった。

◆不登校経験を後悔する意見
・学力がないから高校に進学できなかった。不登校になっていな
ければ、別の人⽣を歩めたかもしれない。

・周りの人が学⽣時代の友人の話をしているのを見ると羨ましく
なる。

・いろいろな経験ができる貴重な期間を無駄にしてしまった。



不登校中の自分にできること

◆規則正しい生活を送る。

◆勉強をする。

◆やりたいことをする。

◆自分の中で大まかなゴールや理想像を見つける。



不登校中の保護者にできること

◆生活習慣のサポートをする。

◆親子での会話を意識する。

◆登校再開を急がない。

◆学校と連携をとっておく。

◆保護者自身が余裕を持つ。











中学⽣の進路
①全日制高校進学
②定時制高校進学
③通信制高校進学
④高等専門学校
⑤高等専修学校
⑥⺠間教育施設（サポート校・フリースクール等）
⑦職業能力開発校
⑧留学（海外留学・国内地域留学）
⑨高卒認定の取得
⑩就職



全日制高校（府立高校）
◆多部制単位制･･･大阪わかば高校
（時間割が柔軟なタイプ）
◆エンパワーメントスクール･･･成城高校・淀川清流高校

・⻑吉高校・布施北高校
（つまずきを学び直し、社会で活躍するための力を養うことを目指す）
◆ステップスクール･･･⻄成高校・岬高校
（就職や進学を視野に基礎的な学びや体験的な学びを行う）



全日制高校（私立高校）

◆エンカレッジコース･･･金光藤蔭高校
（不登校⽣のための学級編成）
◆キャリアアシストコース･･･東大阪大学柏原高校
（不登校⽣のための学級編成）

◆興国高校（不登校⽣のための対応をしている）



定時制高校（府立高校）

◆昼夜間単位制･･･中央高校
（科目自由単位制といって、入学後に昼間中心か夜間中心か、
自分の⽣活スタイルに合わせて学習時間帯を選択します。）



通信制高校（府立高校１校）
◆通信制単位制･･･桃谷高校
通信制の課程には、昼間部と日夜間部があります。
昼間部と日夜間部では、スクーリングの「曜日」と「開講

時間帯」が異なるだけです。
昼間部は月・水・金曜日の午後に、日夜間部は月・金曜日

の夜間と日曜日にそれぞれスクーリングを実施しています。

教育内容は昼間部も日夜間部も同じです。



通信制高校（私立高校１３校）
◆決められた単位数の取得と３６か月以上の在籍期間と
（転入の場合･･･前在籍校の在籍期間を認定する場合あり）
５０時間以上の特別活動への参加で卒業資格を得ることができる。

◆カリキュラムは学校によってさまざまで、スクーリング期間
（年間１０日ほど）を除き、必ずしも登校の必要はない。
「週５クラス」「週３クラス」等、独自のカリキュラムを
設置している高校もある。

◆２０２３年度の文部科学省の学校基本調査結果
通信制高校の在籍⽣徒数【２６万４９７４人】
前年より【２万６５３０人増加】しており、
高校⽣の９．１％（１２人に１人）が通信制高校の⽣徒です。




